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績
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鉄
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児
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一
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。
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ア
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あ
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小
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ど
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川
世
面
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学
校
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二
十
五
メ
ー
ト
ル
(
七
ユ
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〈
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洲
学
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で
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一
こ
れ
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六
千
円
、
=
一
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目
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度
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し
た
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放
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小
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二
十
五
メ
ー
ト
ル
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五
つ
一

1
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十
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な
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ま
し
た
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十
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五
手
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叶
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叶
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岡
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右
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湾
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受
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に

す

る

と

と
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に
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山

上

匡

EEL五
年
間
保
険
聖
一
立
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
」

L耕
の

印

込

み

が

あ

り

ま

し

た

。

一

機

鱗

紘

畿

騨

臨

機

窓
会
生
活
環
境
施
策
一
興
に
関
す
る
計
画
完
成
お
よ
び
こ
れ
一
れ
軍
監
禁
受
け
ら
れ
る
と
い
っ
一
こ
の
た
め
大
洲
市
で
も
E
1
1
U
一
円
円
末
現
唱
で
ま
は
め
は
と
乙
ろ
に
一
藤
議
際
騒
警
監
議
選

制

国

土

保

全

施

策

一

ι基
づ
く
事
業
の
円
滑
な
需
品
し
一
い
わ
ゆ
る
高
齢
者
の
た
め
の
五
年
年
金
一
一
ボ
に
よ
り
、
本
年
度
差
調
整

2
7一
音
量
す
と
青
げ
十

J
iヘ
ク
一
六
阿
古
は
計
量
が
で
き
て
か
ら
一

等
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¥
と
総
額
十
畳
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一
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け
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日

日

間
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一

切
の
福
祉
の
川
上
を
は
官
、
あ
わ
せ
て
一
込
台
、
今
年
の
六
三
十
日
高
め
一
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
百
万
ト
シ
)
変
媛
県
一
一
下
ン
)
合
計
百
五
十
四
ニ
一
一
〈
ク
タ
一
高
め
よ
う
L

計
量
蓄
を
中
心
に
一

ー
ル
(
六
百
十
一
@
七
下
ン
)
と
な
り
一
い
ろ
い
必
の
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
一

戸
懐
数
量
を
大
瞬
に
上
回
り
ま
し
た
。
一
大
洲
市
村
一
も
六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
一

な
お
転
伴
、
休
叫
併
の
水
田
に
は
息
準
一
で
を
計
濠
羽
蘭
と
し
て
次
の
こ
と
を
佐
一

収
獲
量
王
ロ
グ
ラ
ム
当
り
八
十
一
円
一
迫
ー
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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の
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付
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査
吏
史
相
殺
を
、
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三
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日
江
前
九

一
時
か
ら
午
後
三
時
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で
、
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戸
公
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堂
で
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実
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ま
す
。
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の
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力
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害
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こ
の
間
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合
ぜ
ひ
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利
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く
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さ
い
っ
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な
お
次
の
岐
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の
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の
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、
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。
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で
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の
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し
た
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件
や
盟
問
の
い
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れ
一
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、
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膜
色
素
変
性
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位
(
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た
一
戸
一
製
品
の
で
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な
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を
計
量
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四
、
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膜
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す
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縮
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す
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く
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な
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り
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る
計
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定
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的
に
点
検
し
一
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風
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フ
た
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み
の
計
量
一
た
り
、
計
量
す
る
箇
所
、
計
量
の
一
住
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庫

を
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て
い
た
た
め
、
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の
量
が
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方
法
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を
検
討
し
、
改
善
す
る
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一

足
ら
な
い
湯
合
が
多
い
よ
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で
す
一
と
か
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の
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他
に
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な
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り
一
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は
五
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す
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る
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一
の
借
入
れ
市
込
み
が
、
五
月
十
八
日
か

げ
円
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
あ
る
の
み
な
一
調
育
酉
討
を
渡
し
、
こ
れ
に
必
要
な
こ
と
一
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
ο

ら
ず
の
全
国
的
な
商
品
の
流
れ
も
相
当
一
が
ら
J

乞
記
入
し
て
い
た
だ
き
と
り
ま
一
住
宅
の
新
鋭
お
よ
び
改
築
、
ま
た
宅

大
き
ミ
変
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
一
と
め
る
ζ
と
に
し
て
い
ま
す

G

一
地
を
購
入
さ
れ
る
方
ば
、
ぜ
ひ
む
利
用

つ
な
事
態
に
対
処
し
て
、
国
や
県
、
さ
一
調
査
票
の
記
入
内
容
に
フ
い
て
は
、
一
く
だ
さ
い
。

ら
に
市
に
お
い
て
も
、
商
庖
街
整
偏
計
一
統
計
法
に
よ
り
厳
重
に
秘
符
が
守
ら
れ
一
貸
付
け
令
額
は
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宅
リ
四
日
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で
五
十

回
F
F作
成
し
て
商
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の
近
代
化
や
発
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一
ま
す
。
さ
ら
に
、
税
金
に
関
係
が
な
い
一
八
万
円
か
ら
亘
二
十
四
方
円
、
改
築
で

を
併
進
す
る
一
方
、
商
品
流
通
の
実
状
一
乙
と
は
も
ち
ろ
ん
、
陪
百
の
木
利
益
と
一
十
万
円
か
ら
四
十
万
円
、
宅
地
購
入
は

に
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っ
た
道
路
計
岡
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都
市
計
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等
の
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な
る
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う
な
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に
は
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に
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一
J
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万
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十
六
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で
す
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で
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国
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一
L

当
た
り
ま
す
。
調
査
の
一
伴
氏
に
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業
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ん
か
b
、

E
確
に
記
入
一
借
入
れ
?
に
格
唯
一
の
万
、
ま
た
貸
付
け

問
問
お
よ
び
飲
食
山
を
も
れ
な
く
対
象
一
結
集
は
田
町
山
叩
寸
五
年
間
業
悩
計
表
と
一
調
査
の
結
果
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
計
画
一
し
て
指
定
ぎ
れ
た
期
日
ま
で
に
、
調
査
一
条
件
、
貸
付
け
金
額
な
ど
く
わ
し
い
こ

と
す
る
、
商
業
机
計
調
査
を
行
な
い
ま
一
金
一
般
に
会
表
さ
れ
ま
す
。
一
の
作
成
実
施
に
欠
ぐ
こ
と
が
で
き
な
一
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
一
と
は
、
も
よ
り
の
長
融
機
関
へ
お
間
合

一
最
近
に
お
け
る
人
手
不
足
や
道
路
交
一
い
重
一
一
嬰
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
ば
か
り
一
な
お
、
不
需
の
点
は
、
直
接
商
業
調
一
せ
く
だ
さ
い
。

乙
の
調
査
は
、
統
計
叫
い
に
爪
い
つ

i↑
山
一
一
持
制
の
註
mお
よ
び
こ
れ
に
と
も
な
う
一
で
な
く
、
個
別
自
由
の
在
米
の
経
営
方
五
員
ー
か
、
市
役
所
総
務
課
に
た
ず
ね
て
一
主
品
、
大
洲
市
の
旧
作
政
い
へ
守
一
加
尚

一
定
範
一
則
翌
日
で
、
わ
が
吋
吻
汚
前
九
一
円
七
雪
山
町
長
仙
ど
に
よ
り
、
望
諮
問
一
針
を
た
て
る
う
え
で
も
役
だ
つ
こ
と
と
マ
だ
さ
い
。
ま
た
、
望
者
嗣
喜
男
は
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
泊
引
の
実
態
や
盟
の
高
忠
治
一
語
ぷ
お
い
て
も
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
百
一
思
い
ま
す
。
一
分
話
蓄
を
持
参
し
て
い
ま
す
の
こ
の
伊
予
銀
行
大
川
芸

一
状
態
高
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
昭
和
一
心
慢
さ
ヨ
り
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
一
震
の
調
査
は
、
六
月
一
日
以
前
一
不
替
の
場
合
は
い
つ
で
主
一
言
吉
一
一

O
震
相
互
銀
行
大
型
又
庄

一
一
一
十
七
年
か
ら
一
年
お
ぎ
に
位
河
川
ざ
わ
一
大
泌
棋
流
通
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
急
一
に
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
商
業
調
査
一
て
く
だ
さ
い
。
一

O
東
刊
円
相
互
銀
行
大
州
安
目

立

図

書

館

一

「

危

介

記

い

う

べ

燃

は

亦

一

侶

が

み

ら

れ

、

個

別

間

百

の

経

一

員

が

、

同

匹

一

£

お

う

か

が

い

し

て

一

一

O
八
崎
沢
信
用
金
庫
大
洲
一
党
自

間

市立図書館が完
~;.'lJ田 i皿dペ1lI11mV曲目11阻J制.1Hl!.a〆Illlllllllø"!国J Il!IV凶H臨V市

占有
日
に

7γ 、」

ひ
と
そ
肋
む
]
F
的
に
正
L
ぐ
、
は
っ

き
り
と
つ
か
ん
で
、
生
一
白
ず
る
ζ

と
い
が
大
切
己
寸
。

日己目。一川

qy小
に
お
い
て
私
、
必

ず

L

A

七
日
こ
ヲ
一
つ

L
斗

l

「
百
三

ノヰ白川
l
h
V
1
A
T

川、~
r

l

z

一仁「
E

円臼ヘグ一川ハ

ノ
一
さ

)
;
9
1
1
4
〉

j

、
1

[
/
、
闘
行
と
と
す
t

一I
山間
/
i
u
i

ト仁

川
ド
九
、

1
1
1
J
J
j

ム
レ
ひ
パ
打
白
山
4

7

I

h

/

一

J
I
L
t
/
/
L
L
t
L
r

列
ジ
に
料
ら
生
一
1

山
は
や
め
て
一
川
し

ぐ
引
っ
て
、
山
口
出
J

叩
で
r
u
y
へ
の
次

山日正明一夜負ム一ハ

~ 

相
訟
を

の

!と

別

月

F奇

月

日

日

大

州

市

楚
媛
県
貯
蓄
推
進
委
員
会



所
在
地

所
有
荷

n日
羽 ! 大 庁
31 今、
ij三甘

?小
月 洲 市
30 
口校
指片
定 m吋

) 挺

新
谷
小
学
校
の
玄
関
績
に
天
を
突
く
一
一
向
さ

よ
う
な
汁
J
A
が
あ
U
ま
す
。
乙
れ
が
ム
枝
広
が
り
東
ヘ

ク
工
ノ
ノ
斗
で
3
が
、
こ
の
木
は
五
C
C

回
へ

年
ぐ
ら
い
前
か
ら
一
ず
っ
と
新
谷
の
限
史
問
へ

を
眺
め
γ
一

い

ま

す

匂

北

へ

刊五六む
、五

六(コこ)=二米
米米米米

起
こ
さ
な
い
か
の
わ
か
れ
)
ぽ
に
な
っ
て
-

い
る
ζ
と
か
物
語
っ
て
お
り
ま
す
。
一

さ
ら
に
ま
だ
、
死
傷
を
と
も
な
う
大
-

き
な
事
故
原
岡
の
一
つ
に
、
飲
酒
運
転
一

が
あ
β
ら

れ

ま

す

。

一

か
ら
だ
に
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
含
ま
れ
一

叶

て

い

る

と

石

室

判

断

力

、

行

動

力

一

が
鈍
り
、
却
の
運
転
に
と
っ
て
、
き
わ
一

月
一
交
一
事
故
起
っ
て
い
ま
す

0
8
2あ
り
ま
し
ょ
う
。
一
雲
、
あ
る
い
は
歩
行
者
の
ル
ー
ル
無
石
て
危
険
度
の
高
い
こ
と
は
、
型
的
一

5
一
か
に
は
O
く
親
し
い
人
も
あ
り
ま
し
ょ
一
大
州
醤
察
署
管
内
の
一
事
故
純
計
で
は
一
視
、
心
の
ゆ
る
み
、
ま
た
は
自
分
に
限
一
に
証
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
た
一

年

一

ぅ

。

一

O
安
全
な
速
度
を
守
ら
な
い
乙
と
一
っ
て
と
い
う
過
信
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
一
と
え
ば
泊
を
O

五山リ一
y
ト
ル
(
三
一

5
一
家
庭
、
学
校
、
職
場
主
定
地
域
で
一

O
ぼ
ん
や
り
運
転
一
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
人
間
一
合
)
飲
め
ば
、
九
時
間
は
逆
転
不
霊
ゴ
一

4
一
総
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
運
動
が
お
し
主
。
わ
き
み
運
転
一
の
心
の
も
ち
万
が
事
故
を
起
こ
7
J
か
、
一
だ
と
い
う
こ
と
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
で
な
一

和
一
め
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
い
っ
乙
う
に
一

O
徐

行

を

し

な

い

一

ち

ょ

っ

と

一

杯

>

く

て

も

呈

1
l

一
琴
え
を
み
せ
な
い
交
通
事
故
。
一

O
と

び

出

し

一

¥

/

と

さ

れ

て

お

一

同
町
一
何
の
前
一
ぶ
れ
も
な
く
突
然
お
そ
い
か
一

O
銀

理

な

追

越

し

一

ぞ

こ

か

ら

は

じ

ま

る

〉

ア

り

ま

す

。

一

一
か
る
こ
の
第
五
、
一
瞬
に
私
た
ち
一

O
飲

酒

運

転

一

ミ

天

国

ハ

イ

ウ

ェ

イ

二

交

通

事

故

一

喜

置

し

ょ

-

っ

と

す

る

者

は

政

令

主

力

ン

刀

ン

は

二

十

J
ッ
ト
レ
、
丁
泊
三
5
E
日
村
上
宗
④
2
3
4
6

T平
和
と
し
あ
わ
せ
幸
い
去
っ
て
一
な
ど

ω原
因

Z
E
A
l
つノ

f
r

う

二

塁

け

布

一

定

め

24つ
に
よ
り
霊
所
、
貯
一
百
刀
ツ
ト
ル
、
重
油
は
四
干
し
ん
一
松
元
産
婦
?

一

Eす
。

と

フ

す

れ

ば

交

通

事

故

を

一

セ

ン

ト

宇

一

占

め

て

い

る

と

い

わ

れ

て

い

一

ぷ

緩

む

彰

/

)

二

も

与

え

た

↑

蔵

i星
雲
と
に
市
長
の
一
)
以
上
の
危
険
物
は
芝
ら
か
の
規
制

7
昔

話

内

?

3

3

6

3

一

な

く

す

こ

と

が

で

き

る

か

、

そ

れ

に

は

一

ま

す

。

一

示

、

o
h
一

一

側

も

と

り

か

一

討

2
5
3是

い

c
Z受
け
ま
ず
か
ら
、
乙
れ
ら
の
危
険
物
沢
井
耳
鼻
ザ
2
5
1
0

時

一

一

撃

防

止

に

長

率

二

に

-

者

7一
白

一

二

民

主

一

以

喜

一

昨

志

向

日

日

117日
前

一

一

日

日

一

一

泊

よ

/

ヤ

¥

三

一

宣

告

と

し

あ

わ

せ

を

願

う

へ

は

、

ま

宣

?

言

内

状

Z出
す
と
き
は
、
一
数
量
未
満

S
E版

し

ギ

一

消

防

署

一

;

日

室

内

?

2

5

3

5

一

あ

ぶ

な

い

線

路

あ

そ

び

一

(

一

一

な

け

れ

ば

な

一

人

の

平

和

E

E

せ

を

考

委

〈

て

一

こ

の

こ

と

を

書

い

て

お

く

。

一

た

は

取

リ

扱

お

う

と

す

る

者

は

あ

i
l
i
-
-
一

i

H

2

3

1

0

一

一

ヘ

止

め

ま

一

一

り

ま

せ

ん

。

一

は

な

り

ま

せ

ん

。

こ

の

意

味

か

ら

、

飲

一

@

一

一

一

な

い

運

動

在

実

に

実

行

す

る

。

一

か

じ

め

、

そ

の

言

消

防

長

に

届

け

一

こ

ど

も

を

水

の

事

故

一

w

幻
日
大
槻
内
斜
η
2
2
2
3

盟
国
鉄
四
国
支
社
道
、
青
百
か
一
蓄
に
は
こ
の
き
な
事
務
多
く
な
一

l
J
1
1
可

二

自

主

主

に

よ

る

言

放

の

な

い

、

旦

O
酒
を
飲
ん
だ
ら
ハ
ン
ド
ル
呈
出
な
け
れ
ば
な

50(大

生

か

ら

守

ろ

う

一

新

国

産

婦

ザ

2

0

2

8

¥一点百円日一万円山口封一
i
E
i
j
L
÷

一一一一一一百円ぷ甘い目立一出問臨時一民主計十日一日問時一一一一一

一

時

計

組

問

河

川

U
一

持

す

る

よ

っ

ご

協

力

量

ぃ

一

重

一

一

閥

線

の

配

管

を

百

日

日

間

一

旦

ぃ

(

室

長

会

)

一

封

書

引

っ

ヰ

即

時

「

七

州

U
U
U
¥

一

星

ひ

っ

ぱ

っ

て

踏

切

で

な

い

線

路

を

一

@

露

内

で

遊

は

な

い

こ

と

。

一

一

望

し

て

い

カ

な

い

ま

た

ら

よ

一

一

定

さ

れ

て

い

る

〕

一

私

設

カ

母

国

一

横

切

っ

て

列

車

の

じ

ゃ

ま

を

し

な

い

よ

一

@

線

路

や

鉄

橋

を

遇

ら

な

い

こ

と

。

一

電

話

を

つ

け

る

と

き

は

「

配

管

」

が

一

ふ

え

る

か

。

一

一

な

お

危

険

物

は

第

一

類

か

ら

第

六

類

一

:

ノ

鋼
一
，

d
何
軒
目
叩
吋
げ
い
ル
土
日
韓
日
目
川
町
内

M
U
1と

ι

一

品

目

十

訪

日

開

時

一

一

一

、

同

日

時

(
P
R
X
)

を

つ

一

危

険

物

の

事

故

防

止

一

昨

日

目

れ

れ

刊

誌

同

一

所

得

税

の

減

税

中

心

に

一
し
て
妨
害
防
と
を
よ
び
か
け
、
違
反
す
一
@
踏
切
で
は
一
た
ん
と
ま
り
左
右
を
よ
一
下
や
壁
な
ど
に
パ
イ
プ
革
め
こ
ん
で
一
三
、
付
属
電
話
、

5
2霊
ぷ

一

一

裏

書

つ

い

て

ふ

れ

る

こ

と

に

し

ま

一

私

た

ち

の

告

に

も

っ

と

も

蘭

宮

一

こ

の

改

E
に
ま
と
所
得
税
の
課
税

一
る
人
は

tど
し
取
締
ま
る
こ
と
に
し
一
年
か
め
て
通
る
こ
と
。
一
お
き
ま
す
が
、
こ
れ
が
霊
口
悶
の
配
管
で
一
タ
ン
電
話
な
ど
何
個
つ
け
る
か
一
近
年
各
種
霊
の
発
号
室
文
化
一
歩
大
洲
市
火
災
予
防
条
例
で
は
、
貯
?
。
一
深
い
所
得
税
は
、
い
ろ
い
ろ
な
所
得
控
一
最
低
限
は
、
給
与
害
者
の
場
合
別
表

2
一
て
い
ま
す
一
伊
予
大
洲
町
肌
?
。
一
回
、
増
設
や
移
転
に
は
ど
の
よ
う
に
配
の
向
上
に
伴
い
、
各
所
に
危
険
物
が
は
一
蔵
な
ら
ぴ
一
に
取
り
扱
い
柔
仇
の
よ
う
に
一
竺
石
間
類
一
除
な
ど
が
引
上
げ
ら
れ
、
利
一
者
低
く
一
件
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

空
襲
で
昨
年
一
年
間
に
お
き
た

2
1
1
1
1
一

こ

の

配

管

が

し

て

な

い

こ

、

黒

一

管

五

事

一

ん

完

し

て

い

ま

す

。

一

制

限

し

て

い

ま

す

。

一

芳

首

ン

等

)

百

?

ル

一

な

り

ま

し

た

。

一

芝

、

乙

の

改

正

に

よ

っ

て

、

高

J
I滝
川

凶

器

十

訪

問

ト

(

前

日

紅

白

十

日

有

卦

四

時

五

七

日

明

日

訪

問

即

日

一

い

U
M
Uド
刊

誌

刊

誌

一

一

~

日

一

臨

時

山

崎

一

第

一

一

時

)

五

百

刀

ツ

ト

ル

一

つ

d
1叶

削

一

一

見

uduUUH

一
で
全
体
の
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
豆
、
警
報
機
が
鳴
り
自
動
車
は
止
ま
(
で
は
請
の
蓄
を
そ
こ
な
い
ま
す
。
内
諜

(
T
E
L四
l
三
四
0
0
)
へ

主

に

は

な

り

ま

せ

ん

。

一

場

所

で

こ

れ

を

取

り

扱

っ

て

は

な

ら

一

第

三

右

翼

一

7
偶
養
九
一
日
一
川
一
一
百
万
円
ま
で
は
、
所
得
税
が
か
か
ら
な

一
い
ま
す
。
つ
い
で
長
八
十
一
件
で
一
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ふ
吾
皇
、
塁
の
器
、
電
話
用
の
一
号
て
く
だ
さ
い
。
一
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
危
険
物
に
よ
互
い
。
(
消
防
車
き
一
言
等
)
一
一
千
与
え
二
閣
戸
レ
ト
一
〈
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
納
め
る
金
額

一
そ
の
ほ
え
ど
が
幼
稚
園
児
や
小
学
校
一
ら
自
転
車
に
乗
っ
て
き
た
男
の
人
が
、
震
工
事
を
ぜ
ひ
実
施
し
て
お
い
て
く
一
大
川
電
報
電
話
局
一
る
事
放
を
防
止
す
る
た
め
、
消
防
訟
お
一
二
、
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま
た
は
富
所
一
し
た
が
っ
て
指
定
数
の
五
分
の
一
(
一
一
人
一
五
一
品
一
円
相
一
一
員
表
口
の
よ
う
に
少
な
く
な
り
ま
し

一

一

二

一

年

生

の

い

た

ず

ら

で

す

。

て

時

停

止

を

し

な

か

っ

た

た

め

、

普

通

一

だ

さ

い

。

ァ

一

3
一

偶

義

人

一

仰

一

仙

一

一

た

。

大

切

翠

署

ま

た

線

路

内

で

の

事

故

が

五

士

一

一

件

一

列

車

に

ひ

か

れ

死

亡

す

る

と

い

う

喜

一

(

配

管

の

ポ

イ

ン

ト

〕

「

|

両

院

U
一
河
「

l

品
川
一

1
!
1
4
9
1
1
Jー

あ

り

ま

し

た

。

一

が

あ

り

ま

し

た

。

お

た

が

い

が

十

分

気

一

一

、

書

機

を

ど

乙

へ

、

い

く

っ

つ

け

一

人

一

長

ナ

円

相

一

円

と

こ

糊

一

F
川

一

川

川

一

撃

の

こ

と

で

芸

五

六

月

の

農

を

つ

け

ま

し

ょ

う

。

;

か

、

ま

告

は

ど

の

く

ら

い

一
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醐
始
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一
的
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川
一
一
一
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一
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t
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一
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川
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一
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に
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日
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一

一
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一

1
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ナ
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一

一

数

一
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一

一

一

一

一
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一

F
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一

μ
一
利

一
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一

吋

分

一

分

一

一
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一
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一
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一
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年
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年
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い
「
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一
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一

助

一

糾

一
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一

一

分

一

円

一
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一
詩
和
一
和
一
一
一
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一
万

0

一
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一

扶

一

時

一

昭

一

昭

一

一

一

収

一
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一
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一
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一

ー
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l
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↑
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日

の
ム
ヤ
ゾ
エ

盛畠

産宣言

事

作
規
模
を
拡
大
し
て
機
械
化
一
貫
の

省
力
栽
培
法
を
尋
入
す
べ
き
で
あ
る

導
入
機
械
は
、
経
営
規
模
や
地
形

な
ど
の
条
件
か
ら
、
ま
ず
、
中
塑
機

械
を
中
心
と
し
た
機
械
化
一
貫
栽
培

か
ら
実
績
を
積
み
重
ね
た

h

っ
~
え
で
基

牒
整
備
幸
市
」
図
り
大
型
機
械
化
に
移

モ

行
す
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
=
フ
。

今
後
は
米
の
需
給
事
情
か
ら
み
て

も
、
と
く
に
以
枝
、
乾
燥
、
調
整
、

貯
蔵
な
ど
機
械
侶
に
よ
る
品
目
凶
悪
化

を
市
ぎ
品
質
の
向
上
伊
国
る
よ
う
心

が
り
な
付
れ
ば
な
ら
な
い

メ

H 
τ三

干語

作

機

械

化
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水
田
経
営
は
規
模
が
零
細
で
集
約

的
な
複
合
経
営
が
多
い
た
め
に
、
多

〈
の
労
働
を
必
要
と
し
て
い
る

d

今
後
の
農
村
労
働
力
は
、
ま
す
ま

す
減
少
す
る
こ
と
が
予
怨
さ
れ
、
労

一
一
働
生
産
性
登
い
っ
そ
う
向
上
さ
せ
る

一

iが
あ
る
の
で
、
基
盤
整
備
事

家

畜

(1) 

戸ε耳
目

今
月
は
梅
雨
期
の
た
め
飼
料
の
給

与
や
、
環
境
改
者
に
注
意
す
る
こ
と

ア
)
い
キ
主
9
0

校
在
絶
て
た
F
り
人
は
、
こ
の
ポ
か
教

育
上
目
献
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
窪
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。目

活
り
周
一
ハ
J

一
七
米

五
百
年
ち
の
一
品
一
一
室
に
た
え
た

ム
ク
ア
一
ノ
キ

理

が
大
切
で
あ
る
。
高
章
一
の
き
一
一

減
退
は
体
混
の
高
ま
る
の
全
自
ら
防
一
一

ぐ
た
め
に
飼
糾
の
食
い
込
量
が
少
な
二

く
な
っ
て
く
る
の
で
早
朝
と
夜
間
に
一
一

し
好
性
の
高
い
消
似
し
や
す
い
前
斜
土

を
与
え
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
一

ま
た
夕
方
か
ら
牛
が
ぶ
A
U

外
に
出
し
↑
一

て
体
温
を
下
げ
る
こ
と
や
、
舎
内
の
一

風
通
し
一
を
よ
く
す
る
こ
と
あ
大
切
で
こ

す
大
川
農
業
改
良
普
及
所
一

大
洲
一
位
」
祭
事

大
洲
市
青
少
年
問
題
協
議
会

カ
ミ
一
、
の
誕
生
原
始
ん
一
司
教
(
山
在
日
慶
治

凍
外
と
寛
出
馬
代
宗
教
(
加
藤
秀
俊

ジ
ャ
ン
グ
ル
U
ブ
ッ
ク
一
(
久
米
一
児
一

源

頼

朝

(

吉

川

英

治

)

伊
豆
東
何
日
本
の
旅
8

四

国

げ

い

け

一

愛
伝
年
径
十
九
七
己
年
版
一

日
本
の
阜
附
(
小
川
浩
い
棚
)
一

近

代

の

戦

争

一

L
臼
消
戦
争
(
松
下
芳
男
)
一

乙
日
露
戦
争
(
下
村
富
士
男
)
一

工
第
一
次
世
界
大
戦
ヘ
洞
富
雄
)
一

A
U
満
州
事
変
(
島
田
俊
彦
)
一

に
山
中
国
と
の
戦
い
(
今
井
武
夫
)
一

6
太
平
洋
戦
争
上
(
大
畑
篤
四
郎
)
一

7

H

下
(

H

)

一

色
軍
事
事
典
(
八
谷
政
行
)
一

真
空
地
帯
他
(
野
間
宏
)
一

日
本
庶
民
生
活
史
剃
集
成
第
七
程
一

ロ
マ
ネ
ス
ク
@
ゴ
シ
ッ
プ
の
聖
堂
一

位
界
の
文
佑
史
蹟
(
柳
宗
玄
)
一

大
地
の
母
第
一
部
(
山
口
和
明
)
一

い
か
に
生
き
た
ら
い
い
か
一

(
高
田
富
一

花
は
く
れ
な
い
(
佐
藤
愛
子
)
一

虹

は

夜

(

田

中

澄

江

)

一

さ
よ
う
な
ら
の
値
打
ち
も
な
い
白

(
笹
沢
)
一

さ

よ

う

な

ら

ギ

ッ

チ

ヨ

一

ゃ
っ
た
る
で
ノ
初
年
(
金
田
正
一
)
一

影
の
棲
息
者
(
佐
賀
治
)
一

聴

き

逃

げ

「

佐

野

洋

)

…

非
常
の
捉
(
大
薮
春
彦
)
…

つ
む
じ
風
社
員
(
城
一
戸
礼
)
一

大

将

(

柴

田

錬

三

郎

)

一

瓢
か
ん
さ
し
(
山
本
周
五
郎
)
一

重
喜
流
れ
に
(
佐
多
稲
芋
)
一

人
闘
の
鎖
(
黒
岩
重
吾
)
一

孤
高
の
剣
鬼
(
南
条
範
夫
)
一

非
常
階
段
(
梶
山
季
疋
)
一

迫

跡

(

邦

光

史

郎

)

一

黒

い

扇

(

平

岩

弓

枝

)

一

原
臼
甲
斐
(
佐
竹
印
伍
)
一

子
ど
も
の
喜
び
も
悲
し
み
も
(
滑
川
一

住
ま
い
の
連
日
明
百
対
(
飯
塚
成
哉
)
一

冠
賠
葬
祭
入
門
(
庶
月
弥
栄
子
)
一

大
も
の
小
も
の
(
御
木
徳
近
)
一

カ
タ
コ
ト
英
語
で
十
分
を
す
一

(
ハ
ン
ソ
ン
)
一

ソ
フ
ィ
ア
の
秩
(
十
五
木
寛
之
)
一

平
安
喜
叫
忠
実
(
山
本
閣
五
郎
)
一

死
に
勝
つ
ま
で
の
三
十
日
(
松
居
)
一

好
日
年
鑑
一
九
七
O
年

版

一
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